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水野 

 
1. Linux上制御ソフトの通常操作手順（条件出し終了後） 

 
l デスクトップ上の制御ソフト（アイコン名？）を立ち上げる。 

 

 
 

l TC2, ISX, RS1&2 Slitsタブで現在の TC2および ISXスリットの現在値を確認。 
 

l ビームを出した時に、ビームの大きさと角度によっては試料から非常に強い散乱 X 線が出
て検出器を破壊する可能性がある。したがって、TC2 スリットは絞っておく(width を 0.1、
heightを 0.1など)。ISXは適宜調整。 
 
 
 

  



 
l Diffractometerタブをたたいて、TwoThetaを高角側（~10 degree）へ移動しておく。 

 

 
 

 
l DSSを開いて、ビームを出す。 

 
※インジケータは必ずしもその時の状態を反映していないので、必ず DSS Open/Closeボ
タンを押して、DSS Openを示すことを確認する。 
 

l 実験ハッチ出入口の横にある操作パネルのインジケータ（正確な名称は？）が赤く光って
いることを確認する。 

  



l Sample Infoタブをたたいて、job detailsボタンを押し、立ち上がったウィンドウで jobフ
ァイルの設定値を確認する。 
 

  
  



l Data file name, Sample x（自動測定用ホルダーを使用する際の試料位置）, Scanning mode
（2Theta onlyあるいは Theta-2Theta）が適切な値になっているか確認する。 
 

 
 

l tc2w(TC2スリット width), tc2h(TC2スリット height), isx(入射スリット幅)、set(当面は 1
で良い)、2thetaの startと end、interval、dwell timeを確認する。 
 
※検出器が 3個の場合、2014年 8月現在の設定では 16 degreeずつ離れているため、1番
目の検出器と 2 番目の検出器の角度範囲が一部重なるような値とする。上記では、17deg.
までとしているため、1番目と 2番目の検出器では 16-17 deg.、2番目と 3番目の検出器で
は 32－33 deg.の角度で重なる。 

 
l X、Yおよび Zの値が適切であるか確認する。 

 
l 値が適切ではない場合は、修正した後、必ず Saveを実行する。最新の Save値が jobファ
イルの設定値となるため、Saveをしないと測定に反映されない。 
 
※逆に、測定中に jobファイルを編集して Saveすると、その値が反映されてしまうため、
測定中は jobファイルの編集はしないこと（ただし、テキストエディタでの編集は問題ない）。 

 
 

l 設定値が適切であるかを確認した後は、Sample InfoタブをStart/Stop jobボタンを押して、
測定を開始する。ボタンのすぐ下のインジケータの動きで測定が開始したかどうかがわか

る。測定中はこのインジケータが動いており、測定が終了すると止まる。 
 
 

 
 
 



2. 測定データのプロット 
 

l 測定中はプロットウィンドウが立ち上がり、測定中のプロファイルを確認できる。しかし、
既に取得したデータとの比較等を行いたい場合は、gnuplotを使用してプロットする必要が
ある。 
 

l Linux上のターミナルを立ち上げ、gnuplotと入力してプロットソフトを立ち上げる。 

 

  



 
l cdコマンドを用いて、プロットしたいデータのあるディレクトリへ移動する。 
例えば、/home/bladmin/data/2014a/koharaへ移動したい場合には、下記のように入力する。 

 

l call コマンドを用いて、”p.plt”を呼び出し、続いてプロットしたいデータファイル名を入力
する。1ファイルにつき 3検出器のデータが保存されているため、以下のように 3つ 
の角度領域でプロットされる。 
 
※ファイル名は 3 ファイルまで入力可能。プロットはファイルごとに色を揃えているが、
凡例の色と対応が取れていない場合があるため注意。例えば、下図では凡例は赤線だが、

プロットは青線となってしまっている。 

  



 
3. QUICK scanを実施したい場合 
 

l Theta-2Theta タブをたたいて、Two Theta の範囲およびステップを入力（通常は default
で良い）し、start QUICK scanボタンを押す。 
 

 
 

 
l TC2, ISX, RS1&2 Slitsタブに戻り、TC2の widthおよび heightを徐々に広げていき、QUICK 

scanを繰り返す。なお、TC2Wの全開値は 4.0mm、 TC2Hの全開値は 2.5mm。 
 

l QUICK scan後に自動的に立ち上がるグラフで Principal peakを確認できたら、その位置へ
TwoThetaを移動する。 
 

  



l 上部モニタの Amptek DppMCA画面上で検出器の Total countを確認する。キーボードで A
キーを押すとカウントがクリアされ、F3 を押すと 1sec 積算します。Total count が
10,000cps程度となるようにビームサイズを調整する。 
 

 
 

  
 
  



 
4. 測定条件の最適化（後日加筆します） 
 

l scanz 
l scan samplex 
l scany 
l  


